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が多粒子一多空孔励起へ移行する機構を解明する研究を進めた。   









法を研究し、特に非調和振動子の波動関数が大きく改善される事を示した。   
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常についての研究を進めている。 単純な殻模型計算ではその異常な実験値が説明できず、eluste  
r模型では説明できる辛から、何らかの高次の配位混合が原因であると考えられ、殻模型での枠内で  
それらの効果を取り入れた計算を行っている。   













することなどを明らかにした。   
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